
「○○県」と言われても、
県は広いし、
自分は大丈夫だろう。

すぐ近くかも！
空の様子を見て
身を守ろう！

県内でも南部が危険。
直ぐに防災対応を！

茨城県南部
栃木県南部
埼玉県北部
埼玉県南部
千葉県北西部

茨城県
栃木県
埼玉県
千葉県

全域に
竜巻注意情報を発表

に限定して
竜巻注意情報を発表

竜巻注意情報を“概ね県単位” で発表

竜巻注意情報を「○○県南部」などの“天気予報と同じ細分区域”に地域を絞り込んで発表
・住民にとって、竜巻注意情報をこれまで以上に自らの危険として認識できるようになる。
・「空の様子を見て身を守る」などの安全確保行動につながる。

今 後

現 状

茨城県

栃木県

埼玉県

千葉県

千葉県
北西部

茨城県
南部

栃木県
南部

埼玉県
北部

埼玉県
南部

改善後現状

県全体で注意、という
ことは分かるけど、実際に
危険度が高まっているのは
限られた地域だろうし、
どこまで対応すべきか？

!!

より自らの危険として認識できる！

竜巻注意情報の発表区域の細分化
～ 竜巻注意情報を“天気予報と同じ細分区域”に地域を絞り込んで発表します ～

改善



過去事例における改善の効果の例

年月日
発生時刻

発生場所 実際の発表状況 改善後

2013年9月2日
14:00 頃

埼玉県
さいたま市

埼玉県に
14:10頃に発表
（発生の10分後）

埼玉県南部に
13:50頃に発表が可能に
（発生の10分前）

2013年9月4日
12:50 頃

栃木県
塩谷町

栃木県に
12:47頃に発表
（発生の3分前）

栃木県北部に
12:20頃に発表が可能に
（発生の30分前）

2013年9月16日
01:30 頃

埼玉県
滑川町

発表できず
埼玉県北部に

01:00頃に発表が可能に
（発生の30分前）

○竜巻注意情報を、より早く、より精度良く、発表が可能に！

【参考】改善による予測精度の変化

予測精度
捕捉率：約40%
適中率：約 3%
（府県単位での発表）

捕捉率：約70%
適中率：約14%
（天気予報と同じ地域単位での発表）

精度改善

改善後の値は過去事例データ（平成24.4-26.9）による検証値


